
は じ め に

　本稿では、前回に引き続いて、5件の執行決
定事例を新たに紹介することとしたい。今回取
り上げる執行決定事例は次のとおりである。

◦複数の事業セグメントの一つの報告セグ
メントへの集約
◦リース支払額の開示
◦収益の分解
◦減損テストにおける気候リスクに関する
開示
◦財務諸表における気候リスクの開示

具体的な執行決定事例

①　複数の事業セグメントの一つの報告セグメ
ントへの集約
会計期間末日：2019年12月31日
対象領域：事業セグメントの集約、類似の経済
的な特徴
関連する会計基準書の要求事項：IFRS第8号
「事業セグメント」
（発行者の会計処理に関する説明）
　発行者は製菓会社であり、その製品は2つの
カテゴリーに分類される。発行者はセグメント
報告注記の中で、「A国」、「B＋C国」、「D国」、
「E＋F国」、「G国及び国際」の5つの事業セグ

メントを識別した。2019年の年次報告書では、
発行者は5つの事業セグメントを1つの報告セ
グメントに集約したため、IFRS第8号で求めら
れる各事業セグメントの情報を個別に開示しな
かった。
　5つの事業セグメントを1つの報告セグメント
に集約するという発行者の決定は、IFRS第8号
第12項に規定されている定性的基準a）～ e）の
みに基づいて行われた。
　考慮した事項は次のとおりである。
◦砂糖やチョコレート菓子、トローチ、ナッ
ツ、チューインガム製品の性質は似ており、
主食の間の安価な冷たいスナックとしての製
品コンセプトを形成している。
◦生産プロセスの性質が類似しており、集中管
理されていたため、生産施設の集中が促進さ
れ、規模の経済とコスト効率が達成された。
◦発行者の商品を購入する顧客のタイプが類似
していた。年齢、性別、収入などに基づく従
来の市場分割は、菓子市場におけるブランド
のポジショニングにはほとんど関連性がな
い。
◦すべての主要市場において、発行者は独自の
販売及び流通組織を持っていた。
◦食品の規制環境は発行者の市場全体で同等で
あったため、発行者にとって適切な基準では
なかった。
　各営業セグメントの長期平均粗利益率には最
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